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年
の
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の
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少
に
と
も
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も
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そ
の
後
回
復
し
て
い
る
。
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つ

た

が
ヽ

そ
の
後
い
ず
れ
の
地
帯
で
も
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

を
示
し
て
い
た
。

単
位
収
量
は
各
地
帯
と
も
一
九
八

0
年
ま
で
は
ほ
ぼ
一
定
で
あ

い
る
。

丘
陵
‘

山
岳
地
帯
で
の
生
産
は
一
九
八
二
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
減
少
傾
向

産
量
は
増
加
し
、

一
九
八
五
年
に
一
時
的
に
滅
少
し
た
も
の
の
そ
の
後
回
復
し
て

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
生
産
は
テ
ラ
イ
地
帯
が
最
も
高
く
、

(7) 
こ。t
 
単
位
収
量
は
各
地
域
に
よ
る
ば
ら
つ
き
が
大
ぎ
く
‘

一
九
七
四
ー
一
九
八
三

八
二
年
以
降
増
加
し
て
い
た
。

他
の
三
地
域
は
は
ぼ
同
様
な
水
準
で
推
移
し
て
い

テ
ラ
イ
地
帯
で
は
中
部
、

東
部
地
域
の
作
付
面
積
が
高
く
、

量
が
他
の
四
地
域
に
比
べ
僅
か
に
高
く
推
移
し
て
い
た
。

両
地
域
と
も
一
九
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で
推
移
し
て
い
た
が
、

そ
の
後
八

0
、

い
る
。

テ
ラ
イ
地
帯
で
の
作
付
面
積
は
一
九
七
七
年
ま
で
八
〇
、

o
o
o
h
a前
後

油
種
の
生
産
も
テ
ラ
イ
地
帯
が
最
も
高
く
‘
丘
陵
地
帯
の
は
ほ
四
倍
を
示
し
て

テ
ラ
イ
地
帯
で
は
中
部
＞
西
部
＞
東
部

V
極
西
部
1
1

中
西
部
の
順
を
示
し
て
い

最
も
作
付
面
積
が
高
い
西
部
地
域
で
一
九
八
ニ
ー
一
九
八
五
年
に
か
け
減
少

西
部
お
よ
び
東
部
地
域
で
あ
っ
た
。

山
岳
、
丘
陵
お
よ
ぴ
テ
ラ
イ
地
帯
の
油
種
の

作
付
面
積
、
収
量
お
よ
ぴ
単
位
収
量
の
推
移

~
山
缶
地
帯〗
丘
陵
地
帯

0
0
0
1
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]
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(8) 

油

種

高
か
っ
た
地
域
は
中
部

ぼ
同
様
な
水
準
で
あ
っ
た
が

そ
の
後
増
加
傾
向
を
示
し
た
。

特
に
増
加
割
合
が

増
加
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
た
。

単
位
収
量
は
一
九
八
一
年
ま
で
各
地
域
と
も
ほ

し
た
も
の
の
そ
の
後
増
加
し
て
い
る
。

一
方
他
の
四
地
域
で
は
一
九
七
五
年
以
降

こ。f
 
大
き
い
も
の
の
各
地
域
と
も
若
干
増
加
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
た
。

あ
り
経
年
的
に
減
少
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
た
。

単
位
収
鼠
は
地
城
毎
の
変
動
は
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傾
向
を
示
し
て
い
た
が

東
部
、
中
部
お
よ
び
極
西
部
地
域
で
は
一
九
八
三
年
以

部
、
中
部
、
中
西
部
お
よ
び
極
西
部
地
域
で
作
付
面
積
は
一
九
八
三
年
ま
で
減
少 東

は
向
上
し
て
い
る
。

イ
＞
丘
陵
＞
山
岳
地
帯
の
順
を
示
し
、
各
地
帯
と
も
―

1
0
年
間
徐
々
に
単
位
収
量

ooha以
下
で
テ
ラ
イ
‘
丘
陵
地
帯
に
比
べ
極
僅
か
で
あ
る
。

単
位
収
量
は
テ
ラ

ニニ
0
、

山
岳
地
帯
で
は
西
部
地
域
で
一
九
七
八
年
以
降
栽
培
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

o
o
o
h
a前
後
で
推
移
し
て
い
た
。

山
岳
地
帯
の
作
付
面
積
は
一

0
、

0

き
ぎ
く
年
変
動
を
示
し
て
い
た
。

丘
陵
地
帯
で
は
大
き
な
変
動
は
な
く
、

現
在
ま
で



単
位
収
最
を
示
し
て
い
た
丘
陵
地
帯
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。

降
急
激
な
減
少
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
傾
向
は

0・

六

i
o
．
七

t
／

ha
前
後
の

イ
地
帯
で

0
•

八
ー

0

・
七
t
/
h
a前
後
で
推
移
し
て
い
た
が
、

一
九
八
五
年
以

年
に
か
け
て
は
栽
培
さ
れ
て
い
な
い
。

単
位
収
量
は
主
な
生
産
地
帯
で
あ
る
テ
ラ

積
は
滅
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
‘

山
岳
地
帯
で
は
一
九
八
ニ
ー
＿
九
八
六

を
示
し
て
い
る
。

丘
陵
地
帯
で
は
僅
か
に
生
産
さ
れ
て
い
る
も
の
の
そ
の
作
付
面

ヽ

，
 

,'1 生
産
は
テ
ラ
イ
地
帯
が
主
体
で
あ
り
、

そ
の
作
付
面
積
は
八
‘

o
o
o
h
a前
後

夕

,, 
コ

現
在
で
は

0
•

五
I
O
·

七
t
/
h
a前
後
に
向
上
し
て
い
る
。

増
加
傾
向
を
示
し
て
い
た
。

単
位
収
量
は

0
•

四
i
o

．
六
t

／
h
aで
あ
っ
た
が
、

時
的
な
減
少
、

増
加
を
繰
り
返
し
な
が
ら
一
九
八
三
年
以
降
は
と
ん
ど
の
地
域
で

く
他
の
三
地
域
は
ほ
ぼ
同
様
な
水
準
で
あ
っ
た
。

各
地
域
と
も
作
付
面
積
は

生
産
量
が
最
も
高
い
テ
ラ
イ
地
帯
で
は
中
西
部
、

中
部
地
域
の
作
付
面
積
が
高

一
九
七
六
年
以
降
増
加
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

の
増
加
が
認
め
ら
れ
る
。

単
位
収
量
は
各
地
域
と
も
ほ
ば
同
様
な
水
準
を
示
し

は
作
付
面
積
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山
岳
地
帯
と
同
様
な
水
準
で
あ
っ
た
。

に
減
少
し
て
い
る
。

東
部
地
域
を
除
く
四
地
域
で
は

0
•

五
t
/
h
a前
後
で
丘
陵
‘

地
域
の
約
三
倍
を
示
し
て
い
た
が
、

経
年
的
に
減
少
し
、

五
o
o
h
a
以
下
で
あ
っ
た
。

一
九
八
四
年
以
降
急
激

単
位
収
量
は
一
九
七
三
年
ま
で
東
部
地
域
が
他
の
四

い
る
。

他
の
地
域
の
作
付
面
積
は
東
部
、
中
部
地
域
に
比
し
き
わ
め
て
少
な
く

生
産
の
主
要
地
域
で
あ
り

一
九
七
三
年
以
降
作
付
面
積
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傾
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て
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部
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え
る
条
件
が
丘
陵
‘

山
岳
地
帯
に
比
べ
整
い
つ
つ
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。

ま
た
‘

管
理
が
重
要
で
あ
り
、

テ
ラ
イ
地
帯
の
開
発
に
と
も
な
い
こ
れ
ら
肥
培
管
理
が
行

各
地
帯
別
作
物
生
産
量
を
比
較
す
る
た
め
各
作
物
別
に
作
付
面
積
の
多
い
順
に

列
挙
し
た
。

二
0
年
間
の
推
移
か

各
作
物
別
作
付
面
積
は
コ
メ
、
ミ
レ
ッ
ト
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
油
種
、
タ
バ
コ
の
換
金

温
潤
亜
熱
帯
お
よ
び
温
潤
温
帯
に
適
し
た
作
物
の
生
産
が
テ
ラ

イ
地
帯
に
集
中
し
、
従
前
の
札
自
給
自
足
農
業
形
態
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
作
物
に

つ
い
て
は
丘
陵
‘

山
岳
地
帯
の
作
付
面
積
が
優
っ
て
い
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

テ
ラ
イ
地
帯
で
栽
培
さ
れ
る
換
金
性
の
高
い
作
物
栽
培
に
は
灌
漑
、
施
肥
等
肥
培

テ
ラ
イ
地
帯
で
は
人
口
増
加
に
対
す
る
食
料
供
給
が
充
足
さ
れ
て
い
る
点
も
丘
陵
‘

山
岳
地
帯
に
比
べ
換
金
性
作
物
の
生
産
が
高
い
要
因
の
一

つ
と
考
え
ら
れ
る
。
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作

付

面

積

き
な
増
減
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
士
で
示
し
た
。

ら
単
位
収
量
が
増
加
傾
向
を
示
す
場
合
を
＋
、

減
少
し
た
場
合
を
一
‘

さ
ら
に
大

ま
た
単
位
収
量
の
増
滅
を
明
確
に
す
る
た
め

I
I
I
地
帯
別
生
産
量
比
較
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地
域
と
も
同
様
に
減
収
し
て
い
た
。

ゞ
ヽ

し
て
い
る
カ

単
位
収
最
に
つ
い
て
は
テ
ラ
イ
地
帯
で
は
ほ
と
ん
ど
の
作
物
は
増
加
傾
向
を
示

山
岳
地
帯
で
は
減
収
を
示
す
も
の
が
多
く
‘

山
岳
、

丘
陵
お
よ
び
テ
ラ
イ
地
帯
に
お
け
る
各
開
発
区
分
に
よ
る
二

0
年
間
の

単
位
収
量
の
推
移
か
ら
各
区
分
の
単
位
収
量
の
増
減
増
滅
を
前
記
と
同
様
に
評
価

し
示
し
た
。

各
地
帯
の
地
域
に
よ
る
単
位
収
量
の
偏
り
は
少
な
く
滅
収
を
示
す
地
帯
で
は
各

N
各
地
帯
に
お
け
る

地
域
別
単
位
収
量
の
比
較

9
 __ _—

•9•  ̀

,'ん

i
'
・ヤ

．．
 

,＇ ヽ‘,'’

,
9
 

し
て
い
る
。

イ
ズ
、

コ
ム
ギ
、
オ
オ
ム
ギ
の
様
な
施
肥
管
理
が
重
要
な
作
物
は
滅
収
を
示

丘
陵
‘

特
に
メ

、レッ
ト

メ
イ
ズ

コ

メ

士

＋

＋

+-

＋ 

山岳地帯

丘陵地帯

テライ地帯

ジ
ャ
ガ

イ
モ

オ
オム
ギ

コ
ム
ギ

+

+

+

 
＋
 

＋ 

山岳地帯

丘陵地帯

テライ地帯

タ
バ
コ

油

種

サ
ト
ウ

キ
ビ

②

単

位

収

量

+

＋

+

 

+

＋

+

 

山岳地帯

丘陵地帯

テライ地帯
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夕 池 キサ イジ オ コ ミ メ コ
／ゞ ビト モヤ ムオ ム ツレ ィ
コ 種 ウ ガ ギ ギ 卜 ズ メ

十 ＋ ± 土 FW 

＋ 十 ＋ MW  

＋ ＋ w 

＋ ＋ ＋ 土 C 

十 十 ＋ ± E 

十 ＋ ＋ ＋ FW 

士 十 ＋ 十 士 MW  

士 ＋ ＋ 十 士 w 

士 十 ＋ ± ＋ C 

＋ ＋ 十 土 E 

土 ＋ ＋ ＋ ＋ 土 ＋ 土 十 FW 

土 十 十 ＋ ＋ 土 十 土 ＋ MW  

土 ＋ ＋ ＋ 土 十 土 ＋ w 

土 十 ＋ ＋ ＋ 土 ＋ 土 十 C 

＋ ＋ ＋ ＋ 土 十 土 士 E 
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と
す
る
中
部
開
発
地
域
の
増
加
率
が
高
く
‘

東
部
地
域
で
は
他
の
地
域
に
比
べ
若

い
人
口
吸
収
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

丘
陵
地
帯
で
は
カ
ト
マ
ン
ズ
を
中
心

西
部
＞
西
部
＞
東
部
＞
中
部
開
発
地
域
の
順
を
示
し
、

テ
ラ
イ
地
帯
で
は
依
然
高

年
の
人
口
を
比
較
し
た
人
口
増
加
率
は
テ
ラ
イ
地
帯
で
最
•
も
高
く
‘
極
西
部
＞
中

況
が
農
業
生
産
に
も
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
七
一
年
と
一
九
八
一

＜ ヽ

テ
ラ
イ
地
帯
で
は
東
部
、

中
部
開
発
地
域
に
集
中
し
て
い
る
。

域
に
は
平
均
的
に
居
住
し
て
い
る
。

丘
陵
地
帯
で
は
中
部
、

西
部
開
発
地
城
に
多

ヽ
こ
。

し

f

山
岳
地
帯
で
は
西
部
開
発
地
域
の
人
口
が
き
わ
め
て
少
な
く
、
他
の
四
地

一
九
七
一
年
、

一
九
八
一
年
と
も
丘
陵

V
テ
ラ
イ
＞
山
岳
地
帯
の
順
を
示
し
て

発
地
域
区
分
に
よ
る
人
口
統
計
に
甚
づ
き
図
示
し
た
。

図
39
、

40
に
一
九
七
一
年
、

一
九
八
一
年
各
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
地
形
区
分
、

8000 

7000・ 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
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0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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o
o
o
t
X
C
O
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"
 ,,,, î 

丘陵I蒻
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Ill東部 □中部 國西部 舅中西部 口極西部

図39 山岳、丘陵およぴテライ地帯の開発地域別

人口の変化

V
地
域
別
人
口
分
布

（訳）O~'-

0
U
f
 

＂,tg-

こ
の
様
な
状

2

4

6

 

-
t
-

0

8

6

4

2

0

 

ー

図40

旧山岳地帯

5 

匿丘陵地帝國テライ地帯

開

山岳、丘陵およぴテライ地帯の開発地域別

人口増加率の変化
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に
よ
る
区
分
よ
り
主
要
九
品
目
の
作
物
生
産
の
動
向
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

テ
ラ
イ
地
帯
に
は
換
金
性
の
高
い
作
物
の
生
産
が
集
中
し
て
お
り
、

の
拡
大
に
と
も
な
い
は
と
ん
ど
の
作
物
の
単
位
収
屈
は
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

に
関
す
る
資
料
よ
り
、

作
付
面
積

地
形
区
分
お
よ
び
地
形
区
分
と
開
発
地
域
区
部
の
組
合
せ

ネ
パ
ー
ル
国
の

一
九
六
八
年
ー
一
九
八
七
年
の
二

0
年
間
に
わ
た
る
作
物
生
産

VI
総

括

図
41

山
岳
、
丘
陵
お
よ
ぴ
テ
ラ
イ
地
帯
の
開
発
地
域
別

人
口
分
布
割
合
の
変
化

2.76S 

13.60月

爾
閉
璽
切

0

椒西部

中内部

西部

中部

東部

＼山岳地帯j

部

部
西

西

部

部

部

極

中

西

中

東

匿
羅

Ill
図

m

部

部
酉

西

部

部

部

極

中

西

中

東

國
覇
●
囮
日

＼テライ地帯／

1.39S 

14.57~ 

示
し
て
お
り

こ
の
地
域
の
人
口
減
少
が
著
し
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

干
低
く
な
っ
て
い
る
。

山
岳
地
帯
で
は
西
部
地
城
で
人
口
増
加
率
は
マ
イ
ナ
ス
を

40.46月 36.30~ 
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と
か
ら

こ
の
地
帯
で
の
生
産
性
は
他
の
地
域
に
比
べ
さ
ら
に
向
上
し
、
地
域
格

ン
ド
か
ら
の
農
業
資
材
（
優
良
品
種
、

化
学
肥
料
等
）

の
入
手
が
容
易
で
あ
る
こ

る
地
勢
条
件
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
特
に
テ
ラ
イ
地
帯
で
は
イ

の
不
足
が
重
要
な
要
因
と
者
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
ネ
パ
ー
ル
で
は
生
産
性
に
対
す

げ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
生
産
技
術

よ
び
、

堆
肥
、

緑
肥
の
利
用

新
規
開
田
を
掲
げ
て
い
る
が

顕
著
な
効
果
は
挙

研
究
成
果
を
普
及
に
移
す
際
の
マ
ン
パ
ワ
ー

の
利
用
、

化
学
肥
料
の
利
用
、

lture 

L
a
n
d
 

a
n
d
 

で
は
生
産
性
向
上
の
手
段
と
し
て
優
良
品
種

農
業
省

(
M
i
n
i
s
t
y

of 

A
g
r
i
c
u
 

一
方
農
業
サ
イ
ド
で
は
牒
業
環
境
の
整
備
と
保
全
‘

栽
培
技
術
の
向
上
が
緊
急

著
し
く

考
え
ら
れ
る
。

0
％
の
水
準
で
あ
る
。

五
つ
の
開
発
地
域
区
分
は
地
勢
条
件
に
よ
る
不
均
衡
を
是
正
す
る
目
的
で
設
定

人
口
の
第
中
は
依
然
と
し
て
継
続
す
る
と
共
に
テ
ラ
イ
地
帯
で
の
人
口
増
加
率
も

こ
の
地
帯
の
人
口
増
加
を
抑
制
す
る
こ
と
が
今
後
ネ
パ
ー
ル
国
の
食
料

自
給
率
の
向
上
を
者
え
る
上
で
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

の
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

R
e
f
o
r
m
)
 

F
o
o
d
,
 

病
害
虫
防
除
面
積
の
拡
大
、
灌
漑
面
積
の
拡
大
お

を
達
成
さ
れ
て
い
な
い
。

可
耕
地
に
対
す
る
人
口
分
布
の
面
か
ら
丘
陵
地
帯
へ
の

さ
れ
た
区
分
で
あ
る
が
、

人
口
分
布
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
反
映
し
、
当
初
の
目
的

ル
国
内
で
の
比
較
で
あ
り
、

ア
ジ
ア
の
平
均
単
位
収
量
に
比
較
す
る
と
六

O

i
七

近
年
、
単
位
収
量
が
増
加
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

し
か
し

こ
れ
は
ネ
パ
ー

肥
料
等
）

の
影
評
を
強
く
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
要
因
に
よ
り

す
な
わ
ち
イ
ン
ド
国
境
に
近
く
‘

イ
ン
ド
か
ら
の
農
業
技
術
（
優
良
品
種
、

化
学

て
い
る
。

ま
た
。

テ
ラ
イ
地
帯
は
地
勢
条
件
は
他
の
地
域
に
比
し
優
っ
て
い
る
。

在
地
力
、

灌
漑
開
発
等
に
よ
る
作
物
栽
培
環
境
も
丘
陵
‘

山
岳
地
帯
に
比
べ
優
っ

） ヽ

農
地
と
し
て
の
利
用
の
歴
史
は
丘
陵
‘

山
岳
地
帯
に
比
べ
短
く
、
農
地
の
潜

テ
ラ
イ
地
帯
は
人
口
分
散
政
策
に
甚
づ
き
開
発
さ
れ
た
地
域
で
あ

め
ら
れ

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
こ
れ
以
上
の
農
地
拡
大
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
と

四
年
以
降
増
加
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、

単
位
収
景
は
減
少
す
る
傾
向
が
認

こ
れ
に
対
し
、
丘
陵
、
山
岳
地
帯
で
は
は
と
ん
ど
の
作
物
の
作
付
面
積
は
一
九
八
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造
の
環
境
計
画
学
的
研
究

一
九
八
九

m小
出
進
‘

冨
田
正
彦
i

南
ア
ジ
ア
天
水
田
地
帯
に
お
け
る
地
域
生
態
系
構

地
域
格
差
を
改
善
す
る
た
め
に
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

参

考

資

料

①
 M
i
n
i
s
t
r
y
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Agriculture 
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Statistics 
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Nepal, 

切
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B
u
r
e
a
u
 
of 
Statistics, 
H
i
s
 
M
a
j
e
s
t
y
'
s
 
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 
of 

Nepal, 
P
o
p
u
l
a
t
i
o
n
 
M
o
n
o
g
r
a
p
h
 
of 
Nepal, 

⑱
 F
 A
O
 pr
o
d
u
c
t
i
o
n
 
Y
e
a
r
b
o
o
k
,
 
V
o
l
 4
1
,
 

F
 AO
,
 

切
熱
帯
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
、

農
林
統
計
協
会

一
九
七
四

固
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
等
人
口

国
際
協
力
事
業
団
~
熱
帯
ア
ジ
ア
の
稲
作
、

•
開
発
基
礎
調
壺
報
告
書

⑲
 P
e
p
o
r
t
 
o
n
 t
h
e
 
S
u
r
v
e
y
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R
u
r
a
l
 
P
o
p
u
l
a
t
i
o
n
 
a
n
d
 Agriculcultural 

D
e
v
e
l
o
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m
e
n
t
 
in 
A
s
i
a
 
Contries, 
Nepal, 
A
P
D
A
,
 
一
九
八
九

P
D
A
 
一
九
九
〇

ネ
パ
ー
ル
国
、

一
九
八
七

一
九
八
七

● ま
た
‘

農
業
生
産
性
の
向
上
と
共
に
農
業
産
品
の
輸
送
、

差
が
顕
在
化
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

>-

流
通
手
段
の
確
保
も

一
九
八
三
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四 I 
四 十

1i. 
十
八
ヽ
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る 食 る 府び ．． に 初派題 マ I 吾隆介＾ ピ情
こ 糧五に 十佐 関 の議議 ス ノゞ

ヽ 日 ン視ヘ

と 問項現ー藤 す 試貝 貝 コ I 山団 本-察

を 題 目 実 月 る みー懇 ミ 崎長- 団

要解か 的の隆 宣 で一談 関 ↓ 
立屯 ヽ- 派

請決 ら 且世 言 あ 九会 係 男
ヽ

遣

し の成つ界
6 る 名

b 
等 ィ ‘田

＾ 
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ヽ
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団
法
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ア
ジ
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H
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開
発
協
会
発
足
並
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議
員
泊
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